Kozaisho\u27s Death in "Genpei-seisui-ki" by 井上 翠
―1―
『
源
平
盛
衰
記
』
の
小
宰
相
の
入
水
井
　
　
上
　
　
　
　
　
翠
一
、
は
じ
め
に
　『
源
平
盛
衰
記
』（
以
下
、
盛
衰
記
）
は
、『
平
家
物
語
』
諸
本
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』（
以
下
、
延
慶
本
）
な
ど
と
同
じ
読
み
本
系
に
属
す
る
が
、
他
本
に
は
な
い
多
く
の
叙
述
を
有
し
て
四
十
八
巻
に
及
び
、
そ
の
冗
長
さ
や
繁
雑
さ
か
ら
、
語
り
本
系
諸
本
の
一
つ
で
あ
る
覚
一
本
『
平
家
物
語
』（
以
下
、
覚
一
本
）
な
ど
に
比
べ
て
文
学
的
評
価
は
い
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
　
筆
者
は
前
々
稿
・
前
稿
に
お
い
て
、
敦
盛
最
期
譚
お
よ
び
巴
の
物
語
の
分
析
を
通
し
て
、
盛
衰
記
の
文
学
的
特
質
の
一
端
の
解
明
を
試
み
た
（
１
）
。
熊
谷
直
実
に
対
す
る
平
敦
盛
、
木
曾
義
仲
・
今
井
兼
平
に
対
す
る
巴
を
視
点
と
す
る
多
元
的
な
物
語
世
界
は
、『
平
家
物
語
』
の
世
界
に
対
し
て
盛
衰
記
が
ひ
ら
く
新
た
な
物
語
世
界
で
あ
る
。
敦
盛
最
期
譚
で
は
、「
誰
の
子
か
」
と
い
う
問
い
と
「
存
ス
ル
肯
」
の
解
釈
の
ズ
レ
か
ら
直
実
と
敦
盛
の
懸
隔
が
露
わ
に
な
り
、
巴
の
物
語
で
は
、「
木
曾
殿
の
乳
母
子
」
と
名
乗
る
巴
と
そ
の
巴
に
「
女
」
と
し
て
離
脱
を
命
じ
る
義
仲
の
ズ
レ
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
い
ず
れ
も
人
物
間
の
や
り
と
り
か
ら
他
本
に
は
な
い
新
た
な
物
語
が
生
ま
れ
て
ゆ
く
。
　
本
稿
は
、盛
衰
記
に
お
け
る
小
宰
相
の
入
水
の
分
析
を
通
し
て
、盛
衰
記
の
文
学
的
特
質
の
さ
ら
な
る
解
明
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。『
平
―2―
家
物
語
』
で
は
、
入
水
の
思
い
を
語
る
小
宰
相
と
そ
れ
を
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
女
房
の
問
答
が
描
か
れ
る
が
、
入
水
の
思
い
を
語
る
小
宰
相
の
言
葉
の
な
か
で
、
最
後
の
逢
瀬
に
お
け
る
平
通
盛
と
の
会
話
が
回
想
さ
れ
、
小
宰
相
を
通
し
て
通
盛
の
言
葉
も
ま
た
語
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
小
宰
相
か
ら
通
盛
に
送
ら
れ
た
歌
と
、
乳
母
子
の
女
房
に
応
答
し
な
い
小
宰
相
の
姿
に
着
目
し
、
通
盛
と
小
宰
相
、
小
宰
相
と
乳
母
子
の
女
房
の
や
り
と
り
の
な
か
で
、
盛
衰
記
が
小
宰
相
の
入
水
を
ど
の
よ
う
に
描
き
出
し
て
い
る
か
を
論
じ
る
。
二
、
小
宰
相
の
歌
　
小
宰
相
の
物
語
は
、
通
盛
と
小
宰
相
の
馴
れ
初
め
と
、
通
盛
の
討
死
を
知
っ
た
小
宰
相
の
入
水
と
い
う
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
物
語
か
ら
成
っ
て
い
る
。
盛
衰
記
や
延
慶
本
な
ど
で
は
、
二
人
の
馴
れ
初
め
を
明
か
し
た
後
、
小
宰
相
の
入
水
を
描
く
。
一
方
、
覚
一
本
な
ど
で
は
、
小
宰
相
の
入
水
を
描
い
た
後
、
二
人
の
馴
れ
初
め
を
明
か
す
が
、
通
盛
が
小
宰
相
を
見
そ
め
、
小
宰
相
が
仕
え
て
い
た
女
院
の
仲
立
ち
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
と
い
う
馴
れ
初
め
の
経
緯
は
、『
平
家
物
語
』
諸
本
に
お
い
て
大
き
な
異
同
は
な
い
（
２
）
。
　
通
盛
夙
見
給
テ
、
宿
所
ニ
歸
テ
忘
ン
ト
ス
レ
共
忘
レ
ス
。
イ
カ
ゝ
セ
ン
ト
ソ
思
ハ
レ
ケ
ル
。
又
萠
出
ル
春
ノ
草
、
主
ナ
キ
宿
ノ
埋
火
ハ
、
下
ニ
ノ
ミ
コ
ソ
焦
レ
ケ
レ
。
乳
人
ノ
女
房
ヲ
招
テ
、「
イ
カ
ゝ
ハ
セ
ン
」
ト
此
物
語
ア
リ
ケ
レ
ハ
、「
不
思
寄
御
事
也
。
當
時
女
院
ノ
御
方
ニ
候
ハ
セ
給
テ
、
片
時
モ
御
前
ヲ
立
離
サ
セ
給
ハ
ヌ
モ
ノ
ヲ
」
ト
申
シ
ケ
レ
ハ
、「
一
筆
ノ
文
マ
テ
モ
叶
フ
マ
シ
キ
歟
」
ト
問
給
ヘ
ハ
、「
ソ
レ
ハ
何
カ
苦
ク
侍
ル
ヘ
キ
」
ト
申
ス
。「
サ
ラ
ハ
」
ト
テ
御
文
ア
リ
。
　
　
吹
送
風
ノ
タ
ヨ
リ
ニ
見
テ
シ
ヨ
リ
雲
間
ノ
月
ニ
物
思
カ
ナ
ト
書
テ
奉
ル
。
小
宰
相
ハ
「
人
ヤ
見
ツ
ラ
ン
浅
間
シ
ヤ
、
不
思
懸
」
ト
テ
①
返
事
ナ
シ
。
此
ヲ
便
ト
シ
テ
三
年
カ
程
、
書
盡
ヌ
水
茎
ノ
數
積
レ
共
、
終
ニ
②
返
事
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
（
盛
衰
記
　
巻
第
三
十
八
「
小
宰
相
局
慎
夫
人
」）
　『
平
家
物
語
』
諸
本
に
共
通
し
て
、
小
宰
相
を
見
そ
め
た
通
盛
は
文
を
送
り
続
け
る
が
、
小
宰
相
は
聞
き
入
れ
な
い
。
盛
衰
記
で
は
、
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通
盛
の
文
に
応
じ
な
い
小
宰
相
の
姿
が
「
返
事
ナ
シ
」「
返
事
ナ
カ
リ
ケ
リ
」
と
同
文
を
く
り
か
え
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
①
・
②
）。
ま
た
、
通
盛
か
ら
小
宰
相
に
送
ら
れ
た
「
吹
送
風
ノ
タ
ヨ
リ
ニ
見
テ
シ
ヨ
リ
雲
間
ノ
月
ニ
物
思
カ
ナ
」
と
い
う
歌
は
、
盛
衰
記
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
通
盛
か
ら
の
文
に
「
返
事
」
し
た
の
は
、
小
宰
相
で
は
な
く
小
宰
相
が
仕
え
て
い
た
女
院
で
あ
っ
た
。
小
宰
相
は
通
盛
か
ら
の
文
を
女
院
の
御
前
に
落
と
し
て
し
ま
い
、
文
は
女
院
の
手
に
わ
た
る
。
　
　
　
女
院
此
文
ヲ
取
出
サ
セ
給
ヘ
ハ
、
妓
爐
ノ
煙
ニ
薫
ツ
ゝ
、
香
モ
ナ
ツ
カ
シ
キ
匂
ア
リ
。
手
跡
モ
ナ
ヘ
テ
ナ
ラ
ス
厳
ク
筆
ノ
立
所
モ
メ
ツ
ラ
カ
ナ
リ
。
　
　
　
　
我
戀
ハ
細
谷
川
ノ
丸
木
橋
フ
ミ
返
サ
レ
テ
ヌ
ル
ゝ
袖
カ
ナ
　
　
　
　
蹈
カ
ヘ
ス
谷
ノ
ウ
キ
橋
浮
世
ソ
ト
思
シ
ヨ
リ
モ
ヌ
ル
ゝ
袖
カ
ナ
　
　
難
面
御
心
モ
、
今
ハ
中
々
嬉
シ
ク
テ
ナ
ン
ト
書
タ
リ
。
（
盛
衰
記
　
巻
第
三
十
八
「
小
宰
相
局
慎
夫
人
」）
　
通
盛
の
文
を
見
て
女
院
は
小
宰
相
を
諭
し
、
女
院
自
身
が
小
宰
相
に
代
わ
っ
て
通
盛
に
歌
を
返
す
。
　
　
　
女
院
御
自
ラ
御
硯
引
寄
御
座
シ
テ
、
　
　
　
　
　
タ
ゝ
憑
メ
細
谷
川
ノ
丸
木
橋
フ
ミ
返
シ
テ
ハ
落
ル
習
ソ
　
　
　
　
　
谷
水
ノ
下
二
流
テ
丸
木
橋
蹈
見
テ
後
ソ
ク
ヤ
シ
カ
リ
ケ
ル
　
　
ト
ア
ソ
ハ
シ
テ
、
女
院
御
媒
ニ
テ
渡
ラ
セ
給
ヘ
ハ
、
力
及
ハ
テ
終
ニ
靡
キ
給
ニ
ケ
リ
。
仙
宮
ノ
玉
妃
、
天
地
ヲ
兼
テ
契
ケ
ン
、
深
キ
志
モ
床
敷
テ
、
雲
上
ノ
御
遊
ニ
モ
、
今
ハ
ス
ゝ
マ
シ
カ
ラ
ヌ
程
ノ
ナ
カ
ラ
ヒ
也
。
（
盛
衰
記
　
巻
第
三
十
八
「
小
宰
相
局
慎
夫
人
」）
　
通
盛
か
ら
小
宰
相
に
送
ら
れ
た
歌
に
返
歌
が
な
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
女
院
御
自
ラ
」
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
小
宰
相
自
身
の
行
為
で
は
な
い
。
女
院
の
仲
立
ち
に
よ
っ
て
小
宰
相
と
通
盛
は
結
ば
れ
る
が
、『
平
家
物
語
』
諸
本
に
共
通
し
て
、こ
こ
ま
で
小
宰
相
は
受
動
的
・
消
極
的
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
だ
が
盛
衰
記
で
は
、
小
宰
相
と
通
盛
の
関
係
に
一
つ
の
転
換
点
が
あ
る
。
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角
馴
ソ
メ
給
テ
、
日
比
ヘ
ケ
ル
ニ
、
通
盛
或
女
房
ニ
心
ヲ
移
シ
テ
、
カ
レ
⎠⎝
ニ
成
ケ
レ
ハ
、
小
宰
相
局
角
ソ
怨
ヤ
リ
給
ヒ
ケ
ル
。
　
　
　
　
呉
竹
ノ
本
ハ
逢
夜
モ
近
カ
リ
キ
末
コ
ソ
節
ハ
遠
サ
カ
リ
ケ
レ
　
　
本
ヨ
リ
惡
カ
ラ
サ
リ
ケ
ル
中
ナ
レ
ハ
、
通
盛
此
文
ニ
メ
テ
給
、
互
ニ
志
浅
カ
ラ
ス
シ
テ
年
比
ニ
モ
ナ
リ
給
ヒ
ケ
レ
ハ
、
是
マ
テ
モ
具
シ
下
リ
給
ケ
リ
。
（
盛
衰
記
　
巻
第
三
十
八
「
小
宰
相
局
慎
夫
人
」）
　
盛
衰
記
で
は
、
そ
の
後
、
通
盛
が
ほ
か
の
女
房
に
心
を
移
し
て
、
小
宰
相
と
通
盛
が
「
カ
レ
⎠⎝
ニ
」
な
り
、
小
宰
相
か
ら
通
盛
に
「
呉
竹
ノ
本
ハ
逢
夜
モ
近
カ
リ
キ
末
コ
ソ
節
ハ
遠
サ
カ
リ
ケ
レ
」
と
い
う
歌
が
送
ら
れ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
逸
話
は
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
松
尾
葦
江
氏
は
「
ゴ
シ
ッ
プ
好
み
が
目
立
つ
」
盛
衰
記
の
特
徴
が
表
れ
た
も
の
と
指
摘
し
（
３
）
、
榊
原
千
鶴
氏
は
「
相
思
相
愛
の
理
想
的
男
女
像
に
水
を
差
し
、
男
を
と
り
戻
す
た
め
に
心
を
尽
く
す
女
の
姿
を
描
く
」、「
嫉
妬
の
思
い
を
露
に
し
て
疎
ま
れ
る
の
と
は
逆
に
男
の
心
を
巧
み
に
摑
ん
だ
例
話
」
と
し
て
い
る
（
４
）
が
、
小
宰
相
の
物
語
に
お
い
て
、
こ
の
逸
話
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
　「
カ
レ
⎠⎝
ニ
」
な
っ
た
こ
と
を
う
ら
み
、
通
盛
の
足
が
遠
の
い
た
こ
と
を
嘆
く
こ
の
歌
は
、
受
動
的
・
消
極
的
で
あ
っ
た
小
宰
相
の
初
め
て
の
能
動
的
・
積
極
的
行
為
で
あ
る
。
先
の
返
歌
は
女
院
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
す
く
な
く
と
も
物
語
上
で
は
初
め
て
小
宰
相
か
ら
通
盛
に
送
ら
れ
た
歌
で
あ
り
、
か
つ
て
通
盛
が
文
を
送
り
続
け
て
も
「
返
事
ナ
シ
」
で
あ
っ
た
小
宰
相
か
ら
送
ら
れ
た
文
で
あ
る
。
通
盛
は
「
此
文
ニ
メ
テ
給
」、
通
盛
の
心
は
ふ
た
た
び
小
宰
相
に
向
か
う
。
そ
し
て
小
宰
相
を
「
是
マ
テ
モ
具
シ
下
リ
給
ケ
リ
」
と
、
こ
こ
か
ら
物
語
は
小
宰
相
の
現
在
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
盛
衰
記
で
は
、
こ
の
逸
話
に
続
い
て
主
妾
の
同
坐
を
諫
め
る
故
事
説
話
が
載
り
、
そ
れ
を
受
け
て
、
通
盛
と
同
じ
舟
で
は
な
く
別
の
舟
に
居
る
小
宰
相
の
姿
が
描
か
れ
る
（
５
）
。
こ
れ
は
盛
衰
記
の
ほ
か
、
延
慶
本
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
留
意
す
べ
き
点
は
、
盛
衰
記
と
延
慶
本
と
で
は
、
そ
の
有
様
の
捉
え
方
が
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
　
　
　
越
前
三
位
此
事
ヲ
思
知
給
タ
ル
ニ
ヤ
、小
宰
相
殿
ハ
妾
ニ
テ
オ
ワ
シ
ケ
レ
バ
一
舟
ニ
ハ
住
給
ワ
ズ
、別
ノ
御
船
ニ
ヲ
キ
奉
テ
③
時
々
―5―
通
給
テ
、
三
年
ガ
間
波
ノ
上
ニ
浮
ビ
給
ケ
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
。

（
延
慶
本
　
第
五
本
「
卅
　
通
盛
北
方
ニ
合
初
ル
事
付
同
北
方
ノ
身
投
給
事
」）
　
　
　
越
前
三
位
通
盛
モ
此
事
ヲ
思
知
給
ケ
ル
ニ
ヤ
、
大
臣
殿
ノ
御
娘
ハ
妻
室
也
、
夫
婦
ノ
契
ニ
オ
ハ
シ
ケ
レ
ハ
、
小
宰
相
局
ハ
假
染
ノ
眤
也
、
妾
ニ
テ
ゾ
マ
シ
⎠⎝
ケ
ル
。
一
ツ
御
舟
ニ
ハ
住
給
ハ
デ
、
別
ノ
舩
ニ
宿
シ
置
奉
リ
、
④
三
年
ノ
程
波
ノ
上
ニ
漂
、
時
々
事
ヲ
問
給
ヘ
リ
。
中
々
情
ソ
深
カ
リ
ケ
ル
。
（
盛
衰
記
　
巻
第
三
十
八
「
小
宰
相
局
慎
夫
人
」）
　
小
宰
相
は
通
盛
と
は
別
の
舟
に
宿
し
置
か
れ
る
が
、
延
慶
本
で
は
、
そ
の
姿
を
「
哀
ナ
レ
」
と
捉
え
て
い
る
（
傍
線
部
③
）。
一
方
、
盛
衰
記
で
は
、
小
宰
相
の
も
と
に
足
を
運
び
続
け
る
通
盛
の
姿
に
「
中
々
情
ソ
深
カ
リ
ケ
ル
」
と
、
あ
わ
れ
な
小
宰
相
の
姿
よ
り
も
寧
ろ
二
人
の
情
愛
の
深
さ
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
④
）。
先
述
の
と
お
り
、
盛
衰
記
で
は
、
小
宰
相
の
初
め
て
の
能
動
的
・
積
極
的
行
為
と
し
て
、通
盛
の
足
が
遠
の
い
た
こ
と
を
嘆
く
歌
が
送
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
歌
に
よ
っ
て
通
盛
の
心
は
ふ
た
た
び
小
宰
相
に
向
か
い
、
そ
れ
に
た
が
わ
ず
小
宰
相
の
も
と
を
訪
れ
続
け
る
通
盛
の
姿
に
、
波
の
上
ま
で
も
「
カ
レ
⎠⎝
ニ
」
な
る
こ
と
の
な
い
二
人
の
つ
よ
い
結
び
つ
き
を
捉
え
る
の
で
あ
る
。
波
の
上
に
浮
か
ぶ
あ
わ
れ
な
小
宰
相
の
姿
を
描
き
出
す
延
慶
本
に
つ
い
て
、
小
宰
相
の
た
よ
り
な
き
身
の
上
が
際
立
ち
、
そ
の
よ
う
な
境
遇
の
な
か
で
通
盛
を
失
い
入
水
に
至
る
こ
と
を
指
摘
す
る
論
考
が
あ
る
（
６
）
が
、
盛
衰
記
に
お
い
て
は
、
こ
こ
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る
ど
こ
ま
で
も
「
カ
レ
⎠⎝
ニ
」
な
る
こ
と
の
な
い
二
人
の
有
様
が
、
こ
の
後
、
入
水
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
三
、
女
房
の
言
葉
（
一
）
　
ど
こ
ま
で
も
通
盛
と
離
れ
る
こ
と
な
く
下
っ
て
き
た
小
宰
相
の
も
と
に
、
通
盛
が
討
死
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
届
き
、
小
宰
相
と
乳
母
子
の
女
房
は
涙
に
沈
む
。『
平
家
物
語
』
諸
本
に
共
通
し
て
、
こ
こ
か
ら
小
宰
相
と
女
房
の
問
答
が
始
ま
る
が
、
盛
衰
記
で
は
、
ま
ず
乳
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母
子
の
女
房
が
口
を
開
い
て
い
る
。
他
本
で
は
、『
源
平
闘
諍
録
』（
以
下
、
闘
諍
録
）
も
ま
た
小
宰
相
で
は
な
く
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
か
ら
始
ま
る
。
　
一
定
討
た
れ
た
ま
へ
り
と
聞
き
た
ま
ひ
し
か
ば
、
引
き
覆
き
て
臥
し
た
ま
ふ
。
哀
れ
な
る
か
な
、
恋
慕
の
涙
は
枕
の
上
の
露
を
浮
か
べ
、
愁
歎
の
炎
は
肝
の
中
の
朱
を
焦
す
。
　
今
度
討
た
れ
た
ま
へ
る
人
々
の
北
の
方
、
何
れ
も
歎
き
は
浅
か
ら
ね
ど
も
、
此
の
北
の
方
は
理
に
も
過
ぎ
て
深
か
り
け
り
。
日
数
の
経
る
間
に
深
く
思
ひ
入
り
た
ま
ひ
て
、
湯
水
を
だ
に
も
聞
召
し
入
れ
ず
。
乳
母
子
の
女
房
只
一
人
付
き
添
ひ
奉
る
も
、
同
じ
く
枕
を
並
べ
臥
し
淪
む
る
が
、「
右
く
て
渡
ら
せ
た
ま
は
ん
に
は
、
何
と
懸
け
て
か
露
の
命
も
永
ら
へ
た
ま
ふ
べ
き
」
と
思
ひ
け
る
間
、
⑤
此
の
女
房
泣
く
泣
く
誘
引
へ
申
し
け
る
は
、「
今
は
何
に
思
食
す
と
も
叶
ふ
ま
じ
。
御
身
子
と
成
ら
せ
た
ま
ひ
て
後
、
少
き
人
を
も
長
て
奉
り
、
故
殿
の
忘
れ
形
見
と
も
御
覧
ぜ
よ
。
其
れ
尚
め
無
く
は
、
御
形
勢
を
替
へ
、
彼
の
後
生
を
も
訪
ひ
御
坐
せ
か
し
。
生
死
は
常
の
習
ひ
、
今
始
め
て
驚
き
思
食
す
べ
き
に
非
ず
」
と
め
申
せ
ど
も
、
只
偏
へ
に
泣
く
よ
り
外
の
事
は
無
し
。
　
　
　
　

（
闘
諍
録
　
巻
第
八
下
「
小
宰
相
局
、
身
を
投
げ
ら
る
る
事
」）
　
三
位
ノ
侍
ニ
、
宮
太
瀧
口
時
員
ト
云
者
ア
リ
。
一
谷
ノ
合
戰
ニ
被
討
漏
タ
リ
ケ
ル
カ
、
舟
ノ
中
ニ
参
テ
申
ケ
ル
ハ
、「
三
位
殿
ハ
湊
川
ノ
下
ニ
テ
、
近
江
國
住
人
、
佐
々
木
ノ
一
黨
、
木
村
源
三
成
綱
ト
云
者
カ
手
ニ
カ
ゝ
リ
テ
、
討
レ
サ
セ
給
ヌ
」
ト
泣
々
語
申
ケ
レ
ハ
、
北
方
ハ
露
物
モ
仰
ラ
レ
ス
、
兼
テ
思
ハ
ヌ
外
ノ
事
ノ
様
ニ
引
カ
ヅ
キ
臥
給
テ
後
ハ
、
枕
モ
床
モ
浮
ヌ
計
ソ
泣
給
フ
。
⑥
今
度
討
レ
給
ヘ
ル
人
々
ノ
北
方
イ
ツ
レ
モ
歎
悲
給
ヘ
ル
有
様
、
踈
也
共
見
エ
サ
リ
ケ
レ
共
、
是
ハ
理
ニ
モ
過
給
ヘ
リ
。
乳
母
子
也
ケ
ル
女
房
ノ
只
一
人
奉
付
タ
リ
ケ
ル
モ
、
同
枕
ニ
臥
沉
タ
リ
ケ
ル
カ
、
涙
ヲ
押
ヘ
テ
申
ケ
ル
ハ
、「
今
ハ
イ
カ
ニ
思
召
共
甲
斐
ア
ル
マ
シ
。
御
身
々
ト
ナ
ラ
セ
給
テ
後
、
サ
マ
ヲ
モ
替
後
世
ヲ
モ
吊
進
セ
サ
セ
給
ヘ
。
懸
ル
浮
世
ノ
習
ナ
レ
ハ
、
始
テ
驚
思
召
ヘ
カ
ラ
ス
。
御
身
一
ノ
事
也
共
イ
カ
ゝ
ハ
セ
ン
、
⑦
人
々
ノ
北
ノ
御
方
モ
皆
角
コ
ソ
」
ナ
ト
慰
申
ケ
レ
共
、
只
泣
ヨ
リ
外
ノ
事
ナ
シ
。
⑧
返
事
ヲ
タ
ニ
モ
シ
給
ハ
ス
。
（
盛
衰
記
　
巻
第
三
十
八
「
小
宰
相
局
慎
夫
人
」）
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闘
諍
録
で
は
、「
日
数
の
経
る
間
に
深
く
思
ひ
入
り
た
ま
ひ
て
、
湯
水
を
だ
に
も
聞
召
し
入
れ
ず
」
と
い
う
小
宰
相
を
見
た
乳
母
子
の
女
房
が
「
右
く
て
渡
ら
せ
た
ま
は
ん
に
は
、
何
と
懸
け
て
か
露
の
命
も
永
ら
へ
た
ま
ふ
べ
き
」
と
思
い
、「
誘
引
へ
申
し
け
る
」
言
葉
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
（
傍
線
部
⑤
）。
乳
母
子
の
女
房
は
、
出
産
を
し
て
子
を
育
て
、
そ
の
子
を
通
盛
の
「
忘
れ
形
見
と
も
御
覧
ぜ
よ
」
と
小
宰
相
を
な
だ
め
、
さ
ら
に
そ
れ
で
も
慰
め
ら
れ
な
け
れ
ば
「
御
形
勢
を
替
へ
、
彼
の
後
生
を
も
訪
ひ
御
坐
せ
か
し
」
と
重
ね
て
小
宰
相
を
導
い
て
い
る
。
　
一
方
、盛
衰
記
で
は
、ま
ず
乳
母
子
の
女
房
が
口
を
開
き
、出
産
し
た
後
、出
家
を
も
し
て
後
世
を
も
弔
い
申
し
上
げ
な
さ
い
ま
せ
、「
人
々
ノ
北
ノ
御
方
モ
皆
角
コ
ソ
」
と
、小
宰
相
が
今
後
進
む
べ
き
道
を
あ
ら
か
じ
め
示
す
形
と
な
っ
て
い
る
（
傍
線
部
⑦
）。
だ
が
そ
の
直
前
に
、
「
今
度
討
レ
給
ヘ
ル
人
々
ノ
北
方
イ
ツ
レ
モ
歎
悲
給
ヘ
ル
有
様
、
踈
也
共
見
エ
サ
リ
ケ
レ
共
、
是
ハ
理
ニ
モ
過
給
ヘ
リ
」
と
、
ほ
か
の
人
々
の
北
の
方
に
も
ま
し
て
「
理
ニ
モ
過
」
ぎ
て
嘆
き
悲
し
む
小
宰
相
の
有
様
が
語
ら
れ
て
お
り
（
傍
線
部
⑥
）、
乳
母
子
の
女
房
が
「
人
々
ノ
北
ノ
御
方
モ
皆
角
コ
ソ
」
と
指
し
示
す
道
か
ら
、
小
宰
相
が
逸
脱
し
て
ゆ
く
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
小
宰
相
は
「
返
事
ヲ
タ
ニ
モ
シ
給
ハ
ス
」
と
さ
れ
、
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
に
応
じ
な
い
（
傍
線
部
⑧
）。
四
、
小
宰
相
の
言
葉
・
通
盛
の
言
葉
　
通
盛
討
死
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
伏
し
沈
ん
で
い
た
小
宰
相
は
、入
水
の
思
い
を
語
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
事
柄
を
分
析
す
る
た
め
、
長
く
な
る
が
小
宰
相
の
言
葉
を
以
下
に
引
用
す
る
。
な
お
延
慶
本
や
覚
一
本
で
は
、
先
の
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
の
小
宰
相
の
言
葉
か
ら
女
房
と
の
問
答
が
始
ま
る
。
　
乳
母
子
ナ
リ
ケ
ル
女
房
ノ
只
一
人
付
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
十
三
日
、
夜
フ
ケ
人
定
テ
、
北
方
泣
々
宣
ケ
ル
ハ
、「
ア
ワ
レ
此
人
ノ
、
ア
ス
打
出
ム
ト
テ
ハ
、
世
中
ノ
心
細
キ
事
共
ヲ
終
夜
云
ツ
ゞ
ケ
テ
、
涙
ヲ
流
シ
カ
バ
、
イ
カ
ニ
カ
ク
ハ
云
ヤ
ラ
ム
ト
、
心
サ
ワ
ギ
シ
テ
―8―
覚
シ
カ
ド
モ
、
必
ズ
カ
ゝ
ル
ベ
シ
ト
ハ
思
ハ
ザ
リ
シ
ニ
、
限
ニ
テ
有
ケ
ル
事
ノ
悲
サ
ヨ
。『
我
イ
カ
ニ
ナ
リ
ナ
ム
後
、
イ
カ
ナ
ル
有
サ
マ
ニ
テ
有
ム
ズ
ラ
ム
ト
思
モ
心
苦
シ
。
世
ノ
習
ヒ
ナ
レ
バ
サ
テ
シ
モ
ア
ラ
ジ
。
イ
カ
ナ
ル
人
ニ
見
エ
ム
ズ
ラ
ム
ト
、
ソ
レ
モ
心
ウ
シ
』
ナ
ム
ド
云
シ
時
ニ
、
タ
ゞ
ナ
ラ
ズ
ナ
リ
タ
ル
事
ヲ
、
其
夜
始
テ
シ
ラ
セ
タ
リ
シ
カ
バ
、
ナ
ノ
メ
ナ
ラ
ズ
悦
、『
通
盛
ス
デ
ニ
卅
ニ
成
ナ
ム
ズ
ル
ニ
、
未
ダ
子
ト
云
者
ノ
ナ
カ
リ
ツ
ル
ニ
、
初
テ
子
ト
云
者
有
ラ
ム
ズ
ラ
ム
事
ノ
ウ
レ
シ
サ
ヨ
。
⑨
ア
ワ
レ
同
ハ
男
子
ニ
テ
ア
レ
カ
シ
。
サ
ル
ニ
付
テ
モ
、
カ
ク
イ
ツ
ト
ナ
キ
船
ノ
中
、
波
上
ノ
ス
マ
ヒ
ナ
レ
バ
、
身
々
ト
ナ
ラ
ム
時
、
通
盛
イ
カ
ゞ
セ
ム
ズ
ラ
ム
』
ト
、
只
今
有
ム
ズ
ル
ヤ
ウ
ニ
歎
給
シ
物
ヲ
。
ハ
カ
ナ
カ
リ
ケ
ル
カ
ネ
事
カ
ナ
。
軍
ハ
イ
ツ
モ
ノ
事
ナ
レ
バ
、
ソ
レ
ヲ
カ
ギ
リ
最
後
ト
ハ
思
ハ
ズ
。
ア
リ
シ
六
日
ノ
暁
ヲ
限
ト
シ
リ
セ
バ
、
後
ノ
世
ニ
ト
モ
契
テ
マ
シ
。
⑩
誠
ヤ
ラ
ム
、
女
ハ
身
々
ト
ナ
ル
時
、
十
ニ
九
ハ
死
ル
ナ
レ
バ
、
カ
ク
テ
恥
ガ
マ
シ
キ
目
ヲ
見
テ
、
ト
モ
カ
ク
ナ
ラ
ム
事
モ
口
惜
シ
。
⑪
若
此
世
ヲ
忍
過
テ
ナ
ガ
ラ
ヘ
テ
モ
、
有
ハ
心
ニ
任
セ
ヌ
世
ノ
習
ナ
レ
バ
、
不
思
議
ニ
テ
思
ワ
ヌ
外
ノ
事
モ
有
ゾ
カ
シ
。
心
ナ
ラ
ズ
サ
ル
事
モ
有
バ
、
草
ノ
影
ニ
テ
見
ム
事
モ
ハ
ヅ
カ
シ
ケ
レ
バ
、
此
ノ
世
ニ
ナ
ガ
ラ
ヘ
テ
モ
ナ
ニ
カ
ハ
セ
ム
。
マ
ド
ロ
メ
バ
夢
ニ
ミ
ヘ
、
サ
ム
レ
バ
面
影
ニ
タ
ツ
ゾ
ト
ヨ
。
サ
レ
バ
此
次
ニ
底
ノ
ミ
ク
ヅ
ト
モ
思
入
テ
、
死
出
山
、
三
途
川
ト
カ
ヤ
ヲ
モ
同
道
ニ
ト
ノ
ミ
思
ガ
、
ソ
レ
ニ
ヒ
ト
リ
残
留
テ
歎
ム
コ
ト
モ
イ
タ
ハ
シ
ク
、
古
里
ニ
聞
給
テ
、
悲
ミ
給
ワ
ム
事
コ
ソ
罪
深
ケ
レ
ド
モ
、
思
ハ
ザ
ル
外
ノ
事
モ
有
ゾ
カ
シ
。
若
サ
モ
有
ム
時
ハ
、
⑫
ワ
ラ
ワ
ガ
装
束
ヲ
バ
何
ナ
ラ
ム
僧
ニ
モ
ト
ラ
セ
テ
、
衣
ニ
セ
サ
セ
テ
、
後
生
ヲ
モ
問
ヒ
無
人
ノ
菩
提
ヲ
モ
助
給
ヘ
。
書
置
タ
ル
文
共
ヲ
バ
都
ヘ
ト
ヅ
ケ
給
ヘ
ヨ
」
ナ
ド
、
コ
シ
カ
タ
向
末
ノ
事
共
マ
デ
カ
キ
ク
ド
キ
宣
ケ
レ
バ
、

（
延
慶
本
　
第
五
本
「
卅
　
通
盛
北
方
ニ
合
初
ル
事
付
同
北
方
ノ
身
投
給
事
」）
　
あ
く
れ
ば
十
四
日
、
八
島
へ
つ
か
ん
ず
る
よ
ひ
う
ち
す
ぐ
る
ま
で
ふ
し
給
ひ
た
り
け
る
が
、
ふ
け
ゆ
く
ま
ま
に
舟
の
中
も
し
づ
ま
り
け
れ
ば
、
北
の
方
め
の
と
の
女
房
に
の
た
ま
ひ
け
る
は
、「
こ
の
ほ
ど
は
、
⑬
三
位
う
た
れ
ぬ
と
き
き
つ
れ
ど
も
、
ま
こ
と
と
も
お
も
は
で
あ
り
つ
る
が
、
こ
の
く
れ
ほ
ど
よ
り
、
さ
も
あ
る
ら
ん
と
お
も
ひ
さ
だ
め
て
あ
る
ぞ
と
よ
。
人
ご
と
に
湊
河
と
か
や
の
し
も
に
て
う
た
れ
に
し
と
は
い
へ
ど
も
、
そ
の
の
ち
い
き
て
あ
ひ
た
り
と
い
ふ
も
の
は
一
人
も
な
し
。
あ
す
う
ち
い
で
ん
と
て
の
夜
、
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あ
か
ら
さ
ま
な
る
と
こ
ろ
に
て
ゆ
き
あ
ひ
た
り
し
か
ば
、
い
つ
よ
り
も
心
ぼ
そ
げ
に
う
ち
な
げ
き
て
、『
明
日
の
い
く
さ
に
は
、
一
定
う
た
れ
な
ん
ず
と
お
ぼ
ゆ
る
は
と
よ
。
我
い
か
に
も
な
り
な
ん
の
ち
、
人
は
い
か
が
し
給
べ
き
』
な
ん
ど
い
ひ
し
か
ど
も
、
い
く
さ
は
い
つ
も
の
事
な
れ
ば
、
一
定
さ
る
べ
し
と
お
も
は
ざ
り
け
る
事
の
く
や
し
さ
よ
。
そ
れ
を
か
ぎ
り
と
だ
に
お
も
は
ま
し
か
ば
、
な
ど
の
ち
の
世
と
ち
ぎ
ら
ざ
り
け
ん
と
、
思
ふ
さ
へ
こ
そ
か
な
し
け
れ
。
た
だ
な
ら
ず
な
り
た
る
事
を
も
、
日
ご
ろ
は
か
く
し
て
い
は
ざ
り
し
か
ど
も
、
心
づ
よ
う
お
も
は
れ
じ
と
て
、
い
ひ
い
だ
し
た
り
し
か
ば
、
な
の
め
な
ら
ず
う
れ
し
げ
に
て
、『
通
盛
す
で
に
三
十
に
な
る
ま
で
、
子
と
い
ふ
も
の
の
な
か
り
つ
る
に
、
⑭
あ
は
れ
な
ん
し
に
て
あ
れ
か
し
。
う
き
よ
の
わ
す
れ
が
た
み
に
お
も
ひ
お
く
ば
か
り
。
さ
て
い
く
月
ほ
ど
に
な
る
や
ら
ん
。
心
地
は
い
か
が
あ
る
や
ら
ん
。
い
つ
と
な
き
波
の
上
、
舟
の
う
ち
の
す
ま
ひ
な
れ
ば
、
し
づ
か
に
身
々
と
な
ら
ん
時
も
い
か
が
は
せ
ん
』
な
ン
ど
い
ひ
し
は
、
は
か
な
か
り
け
る
か
ね
ご
と
か
な
。
⑮
ま
こ
と
や
ら
ん
、
を
ん
な
は
さ
や
う
の
時
、
十
に
九
つ
は
か
な
ら
ず
し
ぬ
る
な
れ
ば
、
は
ぢ
が
ま
し
き
め
を
見
て
、
む
な
し
う
な
ら
ん
も
心
う
し
。
し
づ
か
に
み
み
と
な
つ
て
の
ち
、
を
さ
な
き
も
の
を
も
そ
だ
て
て
、
な
き
人
の
か
た
み
に
も
み
ば
や
と
は
お
も
へ
ど
も
、
を
さ
な
き
も
の
を
み
ん
た
び
ご
と
に
は
、
む
か
し
の
人
の
み
こ
ひ
し
く
て
、
お
も
ひ
の
数
は
つ
も
る
と
も
、
な
ぐ
さ
む
事
は
よ
も
あ
ら
じ
。
つ
ひ
に
は
の
が
る
ま
じ
き
道
な
り
。
⑯
も
し
ふ
し
ぎ
に
こ
の
よ
を
し
の
び
す
ぐ
す
と
も
、
心
に
ま
か
せ
ぬ
世
の
な
ら
ひ
は
、
お
も
は
ぬ
ほ
か
の
ふ
し
ぎ
も
あ
る
ぞ
と
よ
。
そ
れ
も
お
も
へ
ば
心
う
し
。
ま
ど
ろ
め
ば
夢
に
み
え
、
さ
む
れ
ば
お
も
か
げ
に
た
つ
ぞ
か
し
。
い
き
て
ゐ
て
、
と
に
か
く
に
人
を
こ
ひ
し
と
お
も
は
ん
よ
り
、
た
だ
水
の
底
へ
い
ら
ば
や
と
お
も
ひ
さ
だ
め
て
あ
る
ぞ
と
よ
。
そ
こ
に
ひ
と
り
と
ど
ま
つ
て
、
な
げ
か
ん
ず
る
事
こ
そ
心
ぐ
る
し
け
れ
ど
も
、
⑰
わ
ら
は
が
装
束
の
あ
る
を
ば
取
ッ
て
、
い
か
な
ら
ん
僧
に
も
と
ら
せ
、
な
き
人
の
御
菩
提
を
も
と
ぶ
ら
ひ
、
わ
ら
は
が
後
生
を
も
た
す
け
た
ま
へ
。
か
き
お
き
た
る
文
を
ば
都
へ
つ
た
へ
て
た
べ
」
な
ン
ど
、
こ
ま
ご
ま
と
の
た
ま
へ
ば
、
（
覚
一
本
　
巻
第
九
「
小
宰
相
身
投
」）
　
明
日
十
四
日
ニ
屋
嶋
ノ
磯
ヘ
付
ヘ
シ
ト
聞
エ
ケ
ル
其
夜
、
人
定
テ
乳
母
子
ノ
女
房
ニ
宣
ケ
ル
ハ
、「
⑱
三
位
ハ
討
レ
タ
リ
ト
人
毎
ニ
云
ツ
レ
共
、
餘
ノ
人
々
モ
カ
ナ
タ
コ
ナ
タ
ニ
落
散
給
ヌ
ト
聞
ハ
、
サ
モ
ヤ
有
ラ
ン
ト
思
テ
、
誠
ト
モ
思
ハ
サ
リ
ツ
ル
カ
、
此
暁
ヨ
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リ
ハ
ケ
ニ
モ
サ
モ
有
ラ
ン
ト
思
定
タ
ル
也
。
其
故
ハ
、
ア
ス
打
出
ン
ト
テ
ノ
夜
ハ
、
終
夜
イ
ツ
ヨ
リ
モ
心
細
事
ト
モ
ヲ
云
継
テ
涙
ヲ
流
ツ
ゝ
、『
イ
カ
ニ
モ
我
ハ
明
日
ノ
軍
ニ
討
レ
ン
ス
ル
ト
覺
ユ
ル
ソ
。
去
ハ
後
ニ
イ
カ
ナ
ル
有
様
ニ
テ
カ
世
ニ
モ
オ
ハ
セ
ン
ス
ラ
ン
ト
思
コ
ソ
心
苦
ケ
レ
。
世
ノ
習
ナ
レ
ハ
サ
テ
ハ
ヨ
モ
オ
ハ
セ
シ
ナ
。
何
ナ
ル
人
ニ
カ
見
エ
給
ハ
ン
ス
ラ
ン
。
ソ
モ
心
憂
』
ナ
ト
云
シ
カ
ハ
、
イ
カ
ニ
角
ハ
宣
ヤ
ラ
ン
ト
心
騒
シ
テ
覺
エ
シ
カ
ト
モ
、
必
シ
モ
懸
ヘ
シ
ト
ハ
思
ハ
サ
リ
シ
ニ
、
ケ
ニ
限
ニ
テ
有
ケ
ル
事
ノ
悲
サ
ヨ
。
⑲
生
テ
物
ヲ
思
フ
モ
苦
シ
ケ
レ
ハ
、
水
ノ
底
ニ
モ
入
ナ
ン
ト
思
也
。
是
マ
テ
付
下
テ
、
一
人
殘
居
テ
思
ハ
ン
事
コ
ソ
絲
惜
ケ
レ
。
故
郷
ニ
待
聞
テ
歎
給
ハ
ン
モ
罪
深
ケ
レ
ト
モ
、
⑳
此
世
ニ
ナ
ガ
ラ
ヘ
テ
有
ナ
ラ
ハ
、
心
ノ
外
ノ
事
モ
有
ソ
カ
シ
。
ナ
キ
人
ノ
魂
、
草
ノ
陰
ニ
テ
見
ン
モ
ウ
タ
テ
カ
ル
ヘ
シ
。
何
ナ
ル
男
ナ
レ
ハ
、
蓬
カ
杣
ニ
モ
後
レ
シ
ト
ハ
契
ケ
ル
ゾ
。
何
ナ
ル
女
ナ
レ
ハ
、
ツ
レ
ナ
ク
殘
居
テ
歎
ヘ
キ
ソ
。
タ
ゝ
ナ
ラ
ス
成
タ
ル
事
ヲ
其
夜
始
テ
知
セ
タ
リ
シ
カ
ハ
、
不
斜
悦
テ
、『
我
三
十
ニ
成
ヌ
レ
ト
モ
、
未
子
ノ
ナ
カ
リ
ツ
ル
ニ
、
㉑
始
テ
見
ン
事
ハ
嬉
ケ
レ
ト
モ
、
角
イ
ツ
ト
ナ
キ
舩
ノ
中
波
ノ
上
ノ
住
居
ナ
レ
ハ
、
身
々
ト
ナ
ラ
ン
時
モ
通
盛
イ
カ
ゝ
ハ
セ
ン
ス
ル
』
ト
只
今
ア
ラ
ン
ス
ル
事
ノ
様
ニ
歎
シ
ソ
ヤ
。
ハ
カ
ナ
カ
リ
ケ
ル
兼
言
哉
。
㉒
中
々
何
シ
ニ
知
セ
ケ
ン
」
ト
テ
、
涙
モ
關
敢
ス
泣
給
ケ
レ
ハ
、
（
盛
衰
記
　
巻
第
三
十
八
「
小
宰
相
局
慎
夫
人
」）
　
ま
ず
、
通
盛
が
生
き
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
待
っ
て
い
た
小
宰
相
が
、
通
盛
の
討
死
を
信
じ
る
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
覚
一
本
で
は
、「
三
位
う
た
れ
ぬ
と
き
き
つ
れ
ど
も
、
ま
こ
と
と
も
お
も
は
で
あ
り
つ
る
が
、
こ
の
く
れ
ほ
ど
よ
り
、
さ
も
あ
る
ら
ん
と
お
も
ひ
さ
だ
め
て
あ
る
ぞ
と
よ
。
人
ご
と
に
湊
河
と
か
や
の
し
も
に
て
う
た
れ
に
し
と
は
い
へ
ど
も
、そ
の
の
ち
い
き
て
あ
ひ
た
り
と
い
ふ
も
の
は
一
人
も
な
し
」
と
述
べ
て
い
る
（
傍
線
部
⑬
）。
通
盛
に
つ
い
て
、「
湊
河
と
か
や
の
し
も
に
て
う
た
れ
に
し
」
と
い
う
話
は
耳
に
す
る
が
、「
い
き
て
あ
ひ
た
り
」
と
言
う
人
は
一
人
も
い
な
い
こ
と
か
ら
、
通
盛
の
討
死
を
「
さ
も
あ
る
ら
ん
」
と
思
い
定
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
　
一
方
、
盛
衰
記
で
は
、
通
盛
の
討
死
を
信
じ
る
理
由
に
つ
い
て
、「
三
位
ハ
討
レ
タ
リ
ト
人
毎
ニ
云
ツ
レ
共
、
餘
ノ
人
々
モ
カ
ナ
タ
コ
ナ
タ
ニ
落
散
給
ヌ
ト
聞
ハ
、
サ
モ
ヤ
有
ラ
ン
ト
思
テ
、
誠
ト
モ
思
ハ
サ
リ
ツ
ル
カ
、
此
暁
ヨ
リ
ハ
ケ
ニ
モ
サ
モ
有
ラ
ン
ト
思
定
タ
ル
也
。
―11―
其
故
ハ
、
ア
ス
打
出
ン
ト
テ
ノ
夜
ハ
、
終
夜
イ
ツ
ヨ
リ
モ
心
細
事
ト
モ
ヲ
云
継
テ
涙
ヲ
流
ツ
ゝ
、『
イ
カ
ニ
モ
我
ハ
明
日
ノ
軍
ニ
討
レ
ン
ス
ル
ト
覺
ユ
ル
ソ
。
去
ハ
後
ニ
イ
カ
ナ
ル
有
様
ニ
テ
カ
世
ニ
モ
オ
ハ
セ
ン
ス
ラ
ン
ト
思
コ
ソ
心
苦
ケ
レ
。
世
ノ
習
ナ
レ
ハ
サ
テ
ハ
ヨ
モ
オ
ハ
セ
シ
ナ
。
何
ナ
ル
人
ニ
カ
見
エ
給
ハ
ン
ス
ラ
ン
。
ソ
モ
心
憂
』
ナ
ト
云
シ
カ
ハ
、イ
カ
ニ
角
ハ
宣
ヤ
ラ
ン
ト
心
騒
シ
テ
覺
エ
シ
カ
ト
モ
、
必
シ
モ
懸
ヘ
シ
ト
ハ
思
ハ
サ
リ
シ
ニ
、
ケ
ニ
限
ニ
テ
有
ケ
ル
事
ノ
悲
サ
ヨ
」
と
述
べ
て
い
る
（
傍
線
部
⑱
）。
盛
衰
記
に
お
い
て
、
小
宰
相
が
通
盛
の
討
死
を
「
ケ
ニ
モ
サ
モ
有
ラ
ン
」
と
思
い
定
め
た
「
其
故
ハ
」、
通
盛
自
身
が
「
イ
カ
ニ
モ
我
ハ
明
日
ノ
軍
ニ
討
レ
ン
ス
ル
ト
覺
ユ
ル
ソ
」
と
語
っ
て
い
た
か
ら
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
最
後
の
逢
瀬
に
お
け
る
通
盛
と
の
会
話
の
回
想
は
『
平
家
物
語
』
諸
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
明
日
討
た
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
通
盛
の
発
言
は
、
盛
衰
記
の
ほ
か
、
覚
一
本
や
闘
諍
録
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
（
７
）
。
盛
衰
記
で
は
、
こ
の
通
盛
自
身
の
発
言
を
、
小
宰
相
が
通
盛
の
討
死
を
信
じ
る
理
由
と
す
る
の
で
あ
る
。
覚
一
本
の
「
い
き
て
あ
ひ
た
り
と
い
ふ
も
の
は
一
人
も
な
し
」
と
い
う
理
由
が
客
観
的
・
外
在
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
盛
衰
記
の
小
宰
相
は
通
盛
の
言
葉
の
な
か
に
そ
の
理
由
を
見
出
し
て
い
る
。
盛
衰
記
の
小
宰
相
は
ほ
か
の
だ
れ
で
も
な
く
通
盛
の
言
葉
を
そ
の
根
拠
と
す
る
の
で
あ
る
。
　
つ
ぎ
に
、
入
水
の
思
い
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
盛
衰
記
で
は
、
明
日
討
た
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
通
盛
の
言
葉
に
小
宰
相
は
心
騒
ぎ
し
た
が
、
そ
の
と
き
は
「
必
シ
モ
懸
ヘ
シ
ト
ハ
思
ハ
」
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
ケ
ニ
限
ニ
テ
有
ケ
ル
」、
す
な
わ
ち
通
盛
の
言
葉
ど
お
り
、
ほ
ん
と
う
に
あ
の
と
き
が
最
後
で
あ
っ
た
悲
し
さ
に
、
小
宰
相
は
「
生
テ
物
ヲ
思
フ
モ
苦
シ
ケ
レ
ハ
、
水
ノ
底
ニ
モ
入
ナ
ン
」
と
思
う
の
で
あ
る
（
傍
線
部
⑲
）。
そ
し
て
小
宰
相
は
「
此
世
ニ
ナ
ガ
ラ
ヘ
テ
有
ナ
ラ
ハ
、
心
ノ
外
ノ
事
モ
有
ソ
カ
シ
。
ナ
キ
人
ノ
魂
、
草
ノ
陰
ニ
テ
見
ン
モ
ウ
タ
テ
カ
ル
ヘ
シ
。
何
ナ
ル
男
ナ
レ
ハ
、
蓬
カ
杣
ニ
モ
後
レ
シ
ト
ハ
契
ケ
ル
ゾ
。
何
ナ
ル
女
ナ
レ
ハ
、
ツ
レ
ナ
ク
殘
居
テ
歎
ヘ
キ
ソ
」
と
語
る
（
傍
線
部
⑳
）。「
ナ
キ
人
ノ
魂
、
草
ノ
陰
ニ
テ
見
ン
モ
ウ
タ
テ
カ
ル
ヘ
シ
」
に
つ
い
て
は
、
延
慶
本
な
ど
に
も
同
様
の
語
句
が
あ
り
、「
何
ナ
ル
人
ニ
カ
見
エ
給
ハ
ン
ス
ラ
ン
。
ソ
モ
心
憂
」
と
い
う
通
盛
の
発
言
に
対
応
し
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
盛
衰
記
で
は
、
先
に
描
き
出
さ
れ
て
い
た
「
カ
レ
⎠⎝
ニ
」
な
る
こ
と
の
な
い
二
人
の
姿
が
こ
こ
に
思
い
起
こ
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さ
れ
る
。
先
述
の
と
お
り
、
盛
衰
記
で
は
、
通
盛
が
ほ
か
の
女
房
に
心
を
移
し
、
一
度
は
小
宰
相
と
「
カ
レ
⎠⎝
ニ
」
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
嘆
く
歌
が
小
宰
相
か
ら
送
ら
れ
て
、
通
盛
は
「
此
文
ニ
メ
テ
給
」、
小
宰
相
を
「
是
マ
テ
モ
具
シ
下
リ
給
ケ
リ
」
と
、
小
宰
相
の
現
在
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
た
。
そ
し
て
盛
衰
記
で
は
、
別
の
船
に
宿
し
置
か
れ
た
小
宰
相
の
も
と
に
足
を
運
び
続
け
る
通
盛
の
姿
に
「
中
々
情
ソ
深
カ
リ
ケ
ル
」
と
、
二
人
の
情
愛
の
深
さ
が
描
き
出
さ
れ
、
都
を
離
れ
波
の
上
ま
で
も
二
度
と
「
カ
レ
⎠⎝
ニ
」
な
る
こ
と
の
な
い
二
人
の
つ
よ
い
結
び
つ
き
が
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
い
ま
通
盛
は
遠
い
あ
の
世
に
旅
立
ち
、
小
宰
相
だ
け
が
「
此
世
ニ
ナ
ガ
ラ
ヘ
テ
有
ナ
ラ
ハ
」、
ほ
か
の
男
性
と
再
婚
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
ど
こ
ま
で
も
通
盛
に
後
れ
ま
い
と
、
小
宰
相
は
入
水
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
　
延
慶
本
や
覚
一
本
で
は
、心
細
げ
に
嘆
く
通
盛
に
対
し
、小
宰
相
が
懐
妊
を
告
げ
る
場
面
が
続
い
て
い
る
。
懐
妊
を
知
っ
た
通
盛
は
「
ア
ワ
レ
同
ハ
男
子
ニ
テ
ア
レ
カ
シ
」
と
望
み
（
傍
線
部
⑨
）、
覚
一
本
で
は
さ
ら
に
「
う
き
よ
の
わ
す
れ
が
た
み
に
お
も
ひ
お
く
ば
か
り
。
さ
て
い
く
月
ほ
ど
に
な
る
や
ら
ん
。
心
地
は
い
か
が
あ
る
や
ら
ん
」
と
、
母
に
な
る
小
宰
相
と
生
ま
れ
て
く
る
我
が
子
へ
の
思
い
を
述
べ
て
い
る
（
傍
線
部
⑭
）。
一
方
で
、
通
盛
を
失
っ
た
小
宰
相
は
「
誠
ヤ
ラ
ム
、
女
ハ
身
々
ト
ナ
ル
時
、
十
ニ
九
ハ
死
ル
ナ
レ
バ
、
カ
ク
テ
恥
ガ
マ
シ
キ
目
ヲ
見
テ
、
ト
モ
カ
ク
ナ
ラ
ム
事
モ
口
惜
シ
」
と
、
出
産
の
際
に
命
を
落
と
す
不
安
を
口
に
し
（
傍
線
部
⑩
）、
覚
一
本
で
は
さ
ら
に
「
し
づ
か
に
み
み
と
な
つ
て
の
ち
、
を
さ
な
き
も
の
を
も
そ
だ
て
て
、
な
き
人
の
か
た
み
に
も
み
ば
や
と
は
お
も
へ
ど
も
、
を
さ
な
き
も
の
を
み
ん
た
び
ご
と
に
は
、
む
か
し
の
人
の
み
こ
ひ
し
く
て
、
お
も
ひ
の
数
は
つ
も
る
と
も
、
な
ぐ
さ
む
事
は
よ
も
あ
ら
じ
」
と
述
べ
て
い
る
（
傍
線
部
⑮
）。
こ
れ
は
「
う
き
よ
の
わ
す
れ
が
た
み
に
お
も
ひ
お
く
ば
か
り
」
と
い
う
通
盛
の
言
葉
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
小
宰
相
は
我
が
子
を
見
る
た
び
に
通
盛
を
恋
し
く
思
う
ば
か
り
で
慰
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
出
産
後
の
不
安
を
口
に
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、「
若
此
世
ヲ
忍
過
テ
ナ
ガ
ラ
ヘ
テ
モ
、
有
ハ
心
ニ
任
セ
ヌ
世
ノ
習
ナ
レ
バ
、
不
思
議
ニ
テ
思
ワ
ヌ
外
ノ
事
モ
有
ゾ
カ
シ
。
心
ナ
ラ
ズ
サ
ル
事
モ
有
バ
、
草
ノ
影
ニ
テ
見
ム
事
モ
ハ
ヅ
カ
シ
ケ
レ
バ
、
此
ノ
世
ニ
ナ
ガ
ラ
ヘ
テ
モ
ナ
ニ
カ
ハ
セ
ム
」
と
、
再
婚
へ
の
不
安
に
も
言
及
し
（
傍
線
部
⑪
・
覚
一
本
で
は
傍
線
部
⑯
）、
入
水
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
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盛
衰
記
に
お
い
て
も
、
小
宰
相
は
最
後
の
逢
瀬
の
と
き
に
懐
妊
を
告
げ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
場
面
は
他
本
の
よ
う
に
死
を
予
感
す
る
通
盛
の
発
言
を
受
け
て
続
く
の
で
は
な
く
、
入
水
し
よ
う
と
い
う
小
宰
相
の
思
い
が
語
ら
れ
た
後
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
盛
衰
記
で
は
、
他
本
と
同
様
に
通
盛
は
喜
び
な
が
ら
も
、
そ
の
喜
び
は
「
始
テ
見
ン
事
ハ
嬉
ケ
レ
ト
モ
、
角
イ
ツ
ト
ナ
キ
舩
ノ
中
波
ノ
上
ノ
住
居
ナ
レ
ハ
、
身
々
ト
ナ
ラ
ン
時
モ
通
盛
イ
カ
ゝ
ハ
セ
ン
ス
ル
」
と
す
ぐ
さ
ま
自
身
の
不
安
へ
と
回
帰
し
（
傍
線
部
㉑
）、
小
宰
相
は
こ
の
と
き
の
通
盛
の
様
子
を
思
い
返
し
て
「
中
々
何
シ
ニ
知
セ
ケ
ン
」
と
さ
え
述
べ
て
い
る
（
傍
線
部
㉒
）。
さ
ら
に
、「
ア
ワ
レ
同
ハ
男
子
ニ
テ
ア
レ
カ
シ
」
と
い
っ
た
子
に
対
す
る
通
盛
の
発
言
は
見
ら
れ
ず
、小
宰
相
も
出
産
の
際
の
不
安
や
出
産
後
の
不
安
を
口
に
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
盛
衰
記
で
は
、
他
本
に
比
べ
て
子
の
問
題
は
後
景
に
退
き
、
二
人
の
つ
よ
い
結
び
つ
き
の
な
か
で
入
水
の
思
い
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
先
の
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
に
対
し
、
小
宰
相
は
「
返
事
ヲ
タ
ニ
モ
シ
給
ハ
ス
」
と
さ
れ
、
応
じ
な
か
っ
た
が
、
小
宰
相
の
耳
に
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
は
届
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
盛
衰
記
に
お
い
て
、
通
盛
の
言
葉
の
な
か
に
そ
の
討
死
を
信
じ
る
理
由
を
見
出
す
小
宰
相
は
、
通
盛
の
討
死
を
「
ケ
ニ
モ
サ
モ
有
ラ
ン
」
と
思
い
定
め
る
よ
う
に
な
っ
た
「
此
暁
」
に
至
る
ま
で
、
最
後
の
逢
瀬
に
お
け
る
通
盛
と
の
会
話
を
思
い
返
し
、
自
身
の
内
側
で
通
盛
の
言
葉
を
反
芻
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
と
き
小
宰
相
の
耳
に
聞
こ
え
て
い
た
の
は
、
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
で
は
な
く
通
盛
の
言
葉
で
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
、
闘
諍
録
も
ま
た
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
闘
諍
録
で
は
、
出
産
を
し
て
子
を
育
て
、
そ
の
子
を
通
盛
の
「
忘
れ
形
見
と
も
御
覧
ぜ
よ
」
と
小
宰
相
を
な
だ
め
る
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
小
宰
相
は
「
此
の
者
を
人
と
生
て
て
、
見
ん
境
々
毎
に
は
、
昔
の
人
の
み
恋
し
く
て
、
思
ひ
の
数
は
増
る
と
も
、
忘
る
る
事
は
世
も
有
ら
じ
」（
８
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
盛
衰
記
で
は
、
小
宰
相
の
発
言
の
な
か
に
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
に
対
応
す
る
よ
う
な
部
分
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
延
慶
本
や
覚
一
本
で
は
、
小
宰
相
が
「
ワ
ラ
ワ
ガ
装
束
ヲ
バ
何
ナ
ラ
ム
僧
ニ
モ
ト
ラ
セ
テ
、
衣
ニ
セ
サ
セ
テ
、
後
生
ヲ
モ
問
ヒ
無
人
ノ
菩
提
ヲ
モ
助
給
ヘ
。
書
置
タ
ル
文
共
ヲ
バ
都
ヘ
ト
ヅ
ケ
給
ヘ
ヨ
」
と
述
べ
て
い
る
（
傍
線
部
⑫
・
覚
一
本
で
は
傍
線
部
⑰
）
が
、
盛
衰
記
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
女
房
へ
の
依
頼
の
言
葉
も
見
ら
れ
な
い
。
盛
衰
記
―14―
に
お
け
る
小
宰
相
の
言
葉
は
、
先
の
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
へ
の
対
応
も
な
く
、
乳
母
子
の
女
房
へ
の
働
き
か
け
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
独
り
言
の
よ
う
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
盛
衰
記
で
は
、
続
く
乳
母
子
の
女
房
の
発
言
に
対
し
て
も
、
小
宰
相
が
言
葉
を
返
す
こ
と
は
な
い
。
他
本
で
は
、
入
水
を
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
女
房
に
対
し
、
我
が
身
の
上
を
嘆
く
に
せ
よ
、
妨
げ
ら
れ
ま
い
と
取
り
繕
う
に
せ
よ
、
小
宰
相
は
な
ん
ら
か
の
言
葉
を
返
し
て
い
る
。
だ
が
盛
衰
記
で
は
、
小
宰
相
の
返
事
は
見
ら
れ
ず
、
場
面
は
入
水
へ
と
続
い
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
五
、
女
房
の
言
葉
（
二
）
　
小
宰
相
の
言
葉
を
聞
い
た
乳
母
子
の
女
房
は
、
入
水
を
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
。
　
乳
母
子
ノ
女
房
思
ケ
ル
ハ
、「
日
比
ハ
泣
給
ヨ
リ
外
ノ
事
ナ
ク
テ
、
墓
々
敷
物
モ
宣
ハ
サ
リ
ツ
ル
ニ
、
角
細
ヤ
カ
ニ
來
方
行
末
ノ
事
マ
テ
口
説
給
コ
ソ
恠
ケ
レ
。
ケ
ニ
モ
千
尋
ノ
底
マ
テ
モ
思
入
給
ハ
ン
ス
ル
ヤ
ラ
ン
」
ト
、
胸
打
騒
申
ケ
ル
ハ
、「
水
ノ
底
ニ
入
ラ
セ
給
タ
リ
ト
テ
モ
、
戀
シ
キ
人
ヲ
非
可
奉
見
。
今
ハ
云
ニ
甲
斐
ナ
キ
御
事
也
。
其
ヨ
リ
ハ
只
㉓
平
カ
ニ
身
々
ト
ナ
ラ
セ
給
テ
後
、
ヲ
サ
ナ
キ
人
ヲ
モ
奉
生
立
御
形
見
共
御
覧
シ
、
又
故
郷
ニ
オ
ハ
シ
マ
ス
人
々
ニ
モ
奉
見
御
座
シ
候
ヘ
シ
。
御
身
ヲ
ナ
キ
者
ニ
ナ
シ
給
テ
ハ
、
何
ノ
詮
カ
ハ
侍
ヘ
キ
。
㉔
我
身
モ
故
郷
ニ
老
タ
ル
親
ヲ
モ
弃
テ
是
マ
テ
下
侍
シ
事
ハ
イ
カ
ナ
ラ
ン
野
ノ
末
山
ノ
奥
マ
テ
モ
奉
離
ラ
シ
ト
コ
ソ
思
シ
カ
。
㉕
サ
レ
ハ
無
人
ノ
御
事
ハ
、
今
ハ
力
ナ
キ
御
事
ニ
侍
リ
。
㉖
童
モ
知
ヌ
旅
ノ
空
、
習
ハ
ヌ
舟
ノ
中
ニ
住
居
シ
テ
、
夜
晝
心
ヲ
砕
、
憂
目
ヲ
見
候
事
モ
、
御
故
ニ
コ
ソ
堪
ヘ
忍
テ
モ
過
シ
侍
志
ヲ
忘
サ
セ
給
テ
、
誰
ヲ
憑
何
ニ
慰
ト
テ
左
様
ノ
事
思
召
立
ラ
ン
悲
サ
ヨ
。
責
テ
ハ
㉗
御
皃
ヲ
替
サ
セ
給
テ
、
墨
染
ノ
袖
ニ
身
ヲ
窄
シ
、
苔
ム
ス
庵
ニ
籠
居
テ
、
閼
伽
ヲ
結
ビ
花
ヲ
採
、
御
菩
提
ヲ
コ
ソ
訪
御
座
ヘ
キ
ニ
、
悲
ノ
餘
ニ
海
ニ
入
セ
給
タ
ラ
ン
ハ
、
中
々
罪
深
キ
御
事
ニ
テ
コ
ソ
候
ハ
メ
」
ナ
ト
、

（
盛
衰
記
　
巻
第
三
十
八
「
小
宰
相
局
慎
夫
人
」）
　
先
述
の
と
お
り
、
盛
衰
記
で
は
、
ま
ず
乳
母
子
の
女
房
が
口
を
開
き
、
出
産
し
た
後
、
出
家
を
も
し
て
後
世
を
も
弔
う
よ
う
に
と
述
べ
―15―
て
い
た
。
そ
の
と
き
と
同
様
に
、乳
母
子
の
女
房
は
「
平
カ
ニ
身
々
ト
ナ
ラ
セ
給
テ
後
、ヲ
サ
ナ
キ
人
ヲ
モ
奉
生
立
御
形
見
共
御
覧
シ
」
と
、
出
産
し
、
さ
ら
に
子
を
育
て
る
こ
と
（
傍
線
部
㉓
）、
そ
し
て
「
御
皃
ヲ
替
サ
セ
給
テ
、
墨
染
ノ
袖
ニ
身
ヲ
窄
シ
、
苔
ム
ス
庵
ニ
籠
居
テ
、
閼
伽
ヲ
結
ビ
花
ヲ
採
、
御
菩
提
ヲ
コ
ソ
訪
御
座
ヘ
キ
」
と
、
出
家
し
て
通
盛
の
菩
提
を
弔
う
こ
と
を
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
傍
線
部
㉗
）。
闘
諍
録
も
ま
た
小
宰
相
で
は
な
く
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
闘
諍
録
で
は
、
入
水
す
る
と
い
う
小
宰
相
に
乳
母
子
の
女
房
は「
見
に
も
思
食
し
立
ち
候
は
ば
、千
尋
の
底
へ
も
引
き
具
し
て
こ
そ
入
ら
せ
た
ま
へ
。永
く
は
後
れ
奉
ら
じ
者
を
」（
９
）
と
言
う
の
み
で
あ
る
。
一
方
、
盛
衰
記
で
は
、
先
の
言
葉
を
よ
り
具
体
的
に
く
り
か
え
し
て
、
小
宰
相
が
今
後
進
む
べ
き
道
を
あ
ら
た
め
て
伝
え
よ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
と
き
乳
母
子
の
女
房
は
こ
こ
ま
で
付
き
従
っ
て
き
た
自
身
の
存
在
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
延
慶
本
や
覚
一
本
な
ど
に
お
い
て
も
、
女
房
は
「
ワ
ラ
ワ
モ
老
タ
ル
親
ニ
モ
立
離
レ
、
幼
キ
子
モ
モ
振
捨
テ
、
只
一
人
付
マ
ヒ
ラ
セ
タ
ル
甲
斐
モ
候
ワ
ズ
。
ウ
キ
目
ヲ
ミ
セ
ム
ト
思
食
ラ
ム
コ
ソ
口
惜
シ
ケ
レ
」（
１
０
）
と
述
べ
て
入
水
を
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
が
、
他
本
に
も
ま
し
て
盛
衰
記
で
は
女
房
自
身
に
つ
い
て
言
葉
が
費
や
さ
れ
、
思
い
が
細
か
く
語
ら
れ
て
い
る
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
　
ま
ず
乳
母
子
の
女
房
は
、「
我
身
モ
故
郷
ニ
老
タ
ル
親
ヲ
モ
弃
テ
是
マ
テ
下
侍
シ
事
ハ
イ
カ
ナ
ラ
ン
野
ノ
末
山
ノ
奥
マ
テ
モ
奉
離
ラ
シ
ト
コ
ソ
思
シ
カ
」
と
、
ど
こ
ま
で
も
小
宰
相
と
離
れ
ま
い
と
い
う
思
い
で
、
こ
こ
ま
で
下
っ
て
き
た
と
語
る
（
傍
線
部
㉔
）。「
イ
カ
ナ
ラ
ン
野
ノ
末
山
ノ
奥
マ
テ
モ
奉
離
ラ
シ
」
と
い
う
思
い
は
主
と
乳
母
子
の
関
係
に
か
ぎ
ら
ず
見
ら
れ
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
都
落
ち
の
際
、
平
維
盛
は
北
の
方
に
「
維
盛
ハ
一
門
ノ
人
々
ニ
相
具
シ
テ
都
ヲ
出
ナ
ン
ト
ス
ル
也
。
イ
カ
ナ
ラ
ン
野
末
山
ノ
奥
マ
テ
モ
具
シ
奉
へ
キ
ニ
コ
ソ
ア
レ
共
、
少
キ
者
ハ
ア
マ
タ
ア
リ
、
何
國
ニ
落
留
ヘ
シ
共
ナ
キ
旅
ノ
空
ニ
出
テ
、
西
海
ノ
波
ノ
上
ニ
漂
ハ
ン
事
モ
勞
シ
ク
心
ウ
シ
」（
１
１
）
と
述
べ
、
北
の
方
も
ま
た
「
只
一
人
都
ニ
殘
シ
留
、
イ
カ
ニ
セ
ヨ
ト
テ
情
ナ
ク
振
捨
テ
出
給
ゾ
。
野
末
山
ノ
奥
マ
デ
モ
相
具
シ
テ
コ
ソ
兎
モ
角
モ
見
ナ
シ
給
ハ
メ
。
縦
習
ハ
ヌ
旅
也
共
、此
ニ
奉
被
捨
テ
、明
暮
戀
シ
悲
シ
ト
晴
ヌ
思
ニ
ヤ
マ
サ
ル
ベ
キ
」（
１
２
）
と
述
べ
て
い
る
。「
イ
カ
ナ
ラ
ン
野
末
山
ノ
奥
マ
テ
モ
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
維
盛
は
妻
子
を
残
し
都
落
ち
す
る
。
一
方
、
小
宰
相
は
ど
こ
ま
で
も
通
盛
と
離
れ
る
こ
と
な
く
下
っ
て
き
た
。
そ
の
小
宰
相
に
、
乳
母
子
の
女
房
も
ま
た
離
れ
ま
い
と
付
き
従
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
乳
母
子
の
女
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房
は
、「
童
モ
知
ヌ
旅
ノ
空
、
習
ハ
ヌ
舟
ノ
中
ニ
住
居
シ
テ
、
夜
晝
心
ヲ
砕
、
憂
目
ヲ
見
候
事
モ
、
御
故
ニ
コ
ソ
堪
ヘ
忍
テ
モ
過
シ
侍
志
ヲ
忘
サ
セ
給
テ
、誰
ヲ
憑
何
ニ
慰
ト
テ
左
様
ノ
事
思
召
立
ラ
ン
悲
サ
ヨ
」
と
嘆
く
（
傍
線
部
㉖
）。
乳
母
子
の
女
房
は
小
宰
相
の
た
め
、「
知
ヌ
旅
ノ
空
、
習
ハ
ヌ
舟
ノ
中
」
を
堪
え
忍
ん
で
き
た
と
語
る
が
、
こ
の
姿
は
そ
の
ま
ま
小
宰
相
に
も
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
小
宰
相
も
ま
た
通
盛
の
た
め
、「
知
ヌ
旅
ノ
空
、
習
ハ
ヌ
舟
ノ
中
」
を
堪
え
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
盛
衰
記
に
お
い
て
乳
母
子
の
女
房
が
語
る
思
い
は
、
小
宰
相
の
通
盛
へ
の
思
い
と
重
な
る
。
男
女
と
主
従
と
い
う
ち
が
い
は
あ
れ
、
ひ
と
え
に
相
手
を
思
い
離
れ
ま
い
と
し
て
き
た
小
宰
相
と
乳
母
子
の
女
房
の
姿
が
こ
こ
に
重
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
な
か
で
「
サ
レ
ハ
無
人
ノ
御
事
ハ
、今
ハ
力
ナ
キ
御
事
ニ
侍
リ
」
と
述
べ
（
傍
線
部
㉕
）、
通
盛
を
慕
い
入
水
へ
と
向
か
う
小
宰
相
を
、
乳
母
子
の
女
房
は
同
じ
思
い
で
引
き
戻
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
に
、
小
宰
相
は
応
じ
な
い
。
他
本
で
は
、
入
水
を
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
女
房
に
対
し
、
小
宰
相
は
な
ん
ら
か
の
言
葉
を
返
し
て
い
る
。
だ
が
盛
衰
記
で
は
、
小
宰
相
の
返
事
は
見
ら
れ
な
い
。
六
、
小
宰
相
の
入
水
　
盛
衰
記
の
小
宰
相
は
、
先
の
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
に
「
返
事
ヲ
タ
ニ
モ
シ
給
ハ
ス
」、
そ
の
言
葉
に
対
応
す
る
よ
う
な
発
言
も
な
く
、
乳
母
子
の
女
房
へ
の
働
き
か
け
も
な
か
っ
た
。
そ
し
て
入
水
を
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
言
葉
に
も
、
反
論
す
る
こ
と
も
弁
解
す
る
こ
と
も
な
い
。　
㉘
細
々
ニ
慰
制
シ
ケ
ル
程
ニ
、
夜
モ
ヤ
ウ
⎠⎝
深
ニ
ケ
レ
ハ
、
乳
母
子
ノ
女
房
モ
マ
ト
ロ
ミ
ヌ
。
舩
ノ
中
モ
ハ
ヤ
定
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
小
宰
相
局
忍
テ
舩
耳
ニ
立
出
給
ツ
ゝ
、
念
佛
百
返
ハ
カ
リ
申
テ
後
、「
南
無
西
方
極
樂
世
界
、
大
慈
大
悲
阿
彌
陀
如
来
、
本
願
悞
給
ハ
ス
、
㉙
別
ニ
シ
三
位
通
盛
ト
、
一
佛
浄
土
ノ
蓮
葉
ニ
導
給
ヘ
」
ト
忍
音
ニ
祈
ツ
ゝ
、
漫
々
タ
ル
海
上
ナ
レ
ハ
、
イ
ツ
ク
ヲ
西
ト
ハ
―17―
ワ
カ
ネ
共
、
月
ノ
入
サ
ノ
山
ノ
端
ヲ
、
ソ
ナ
タ
ト
計
リ
伏
拜
、
海
ヘ
ソ
飛
入
給
ケ
ル
。
㉚
三
位
ハ
此
女
房
ノ
十
五
ト
申
ケ
ル
ヨ
リ
見
初
給
テ
、
今
年
ハ
十
九
ニ
成
給
フ
。
束
ノ
間
モ
難
離
思
ハ
レ
ケ
レ
共
、
大
臣
殿
ノ
御
聟
ニ
テ
御
座
ケ
レ
ハ
、
其
方
様
ノ
人
ニ
ハ
知
セ
シ
ト
テ
、
官
兵
共
ノ
舟
ニ
奉
宿
置
テ
、
時
々
見
参
セ
ラ
レ
ケ
リ
。
（
盛
衰
記
　
巻
第
三
十
八
「
小
宰
相
局
慎
夫
人
」）
　
小
宰
相
が
女
房
に
言
葉
を
返
さ
な
い
ま
ま
入
水
す
る
の
は
、
盛
衰
記
の
み
で
あ
る
。
他
本
で
は
、
入
水
の
思
い
を
語
る
小
宰
相
に
対
し
、
女
房
が
そ
れ
を
引
き
留
め
よ
う
と
し
、
さ
ら
に
小
宰
相
の
言
葉
が
続
い
て
い
る
（
１
３
）
。
た
と
え
ば
延
慶
本
で
は
、
入
水
を
引
き
留
め
ら
れ
た
小
宰
相
は
、
出
産
の
際
の
不
安
や
出
産
後
の
不
安
な
ど
を
重
ね
て
口
に
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
乳
母
子
の
女
房
が
「
大
方
ハ
ゲ
ニ
モ
サ
コ
ソ
ハ
思
食
ラ
メ
ナ
レ
バ
、
イ
カ
ナ
ラ
ム
海
川
ノ
底
ヘ
入
セ
給
ト
モ
ヲ
ク
レ
マ
ヒ
ラ
ス
マ
ジ
キ
ゾ
」（
１
４
）
と
述
べ
る
と
、
小
宰
相
は
「
此
事
サ
ト
ラ
レ
テ
妨
ラ
レ
ナ
ム
ズ
」
と
考
え
て
「
別
ノ
道
ノ
悲
サ
、
大
方
世
ノ
ウ
ラ
メ
シ
サ
ニ
身
ヲ
モ
投
バ
ヤ
ト
云
事
ハ
、
世
ノ
常
ノ
事
ゾ
カ
シ
。
サ
レ
バ
ト
テ
ゲ
ニ
ハ
争
カ
思
モ
タ
ツ
ベ
キ
」（
１
５
）
な
ど
と
弁
解
し
、
そ
れ
を
聞
い
た
乳
母
子
の
女
房
が
「
ゲ
ニ
モ
思
延
給
ニ
コ
ソ
」
と
安
心
し
て
「
チ
ト
マ
ド
ロ
ミ
タ
リ
ケ
ル
ヒ
マ
ニ
」（
１
６
）
、
小
宰
相
は
入
水
し
て
い
る
。
ま
た
覚
一
本
で
は
、
入
水
を
引
き
留
め
ら
れ
た
小
宰
相
は
、
延
慶
本
と
同
様
に
「
大
か
た
の
世
の
う
ら
め
し
さ
に
も
、
身
を
な
げ
ん
な
ン
ど
い
ふ
事
は
つ
ね
の
な
ら
ひ
な
り
」
な
ど
と
弁
解
し
、
さ
ら
に
「
夜
も
ふ
け
ぬ
、
い
ざ
や
ね
ん
」（
１
７
）
と
述
べ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
女
房
は
「
相
か
ま
へ
て
思
し
召
し
た
つ
な
ら
ば
、
千
尋
の
底
ま
で
も
ひ
き
こ
そ
具
せ
さ
せ
給
は
め
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
も
「
ち
ッ
と
ま
ど
ろ
み
た
り
け
る
ひ
ま
に
」（
１
８
）
、
小
宰
相
は
入
水
し
て
い
る
。
　
一
方
、
盛
衰
記
で
は
、
乳
母
子
の
女
房
が
「
細
々
ニ
慰
制
シ
ケ
ル
程
ニ
」
夜
が
だ
ん
だ
ん
と
更
け
て
ゆ
き
、「
乳
母
子
ノ
女
房
モ
マ
ト
ロ
ミ
ヌ
」
と
さ
れ
（
傍
線
部
㉘
）、
静
ま
っ
た
船
の
な
か
小
宰
相
は
ひ
と
り
船
端
に
立
ち
、「
別
ニ
シ
三
位
通
盛
ト
、
一
佛
浄
土
ノ
蓮
葉
ニ
導
給
ヘ
」
と
祈
っ
て
入
水
す
る
（
傍
線
部
㉙
）。
そ
し
て
小
宰
相
の
入
水
の
直
後
に
、「
三
位
ハ
此
女
房
ノ
十
五
ト
申
ケ
ル
ヨ
リ
見
初
給
テ
、
今
年
ハ
十
九
ニ
成
給
フ
。
束
ノ
間
モ
難
離
思
ハ
レ
ケ
レ
共
、
大
臣
殿
ノ
御
聟
ニ
テ
御
座
ケ
レ
ハ
、
其
方
様
ノ
人
ニ
ハ
知
セ
シ
ト
テ
、
官
兵
共
ノ
舟
ニ
奉
宿
置
テ
、
時
々
見
参
セ
ラ
レ
ケ
リ
」
と
続
い
て
い
る
（
傍
線
部
㉚
）。
延
慶
本
な
ど
に
も
同
様
の
語
句
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
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入
水
の
直
後
で
は
な
く
、
入
水
し
た
小
宰
相
を
引
き
上
げ
る
→
息
絶
え
た
小
宰
相
を
通
盛
の
鎧
に
包
ん
で
海
に
沈
め
る
→
乳
母
子
の
女
房
も
海
に
飛
び
込
む
が
止
め
ら
れ
る
→
乳
母
子
の
女
房
が
出
家
す
る
と
続
き
、
最
後
に
「
三
位
、
此
ノ
女
房
ノ
十
四
ノ
歳
ヨ
リ
見
ソ
メ
給
ヒ
テ
、
今
年
ハ
十
九
ニ
ゾ
ナ
ラ
レ
ケ
ル
。
片
時
モ
ハ
ナ
レ
給
ハ
ジ
ト
ハ
思
ヒ
給
ヒ
ケ
レ
ド
モ
、
大
臣
殿
ノ
御
聟
ニ
テ
オ
ハ
シ
ケ
レ
バ
、
其
ノ
方
ザ
マ
ノ
人
々
ニ
ハ
知
ラ
セ
ジ
ト
テ
、
軍
兵
ノ
乗
リ
タ
ル
船
ニ
ヤ
ド
シ
オ
キ
給
ヒ
テ
、
時
々
見
参
セ
ラ
レ
ケ
リ
」（
１
９
）
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
延
慶
本
な
ど
で
は
経
緯
が
す
べ
て
描
か
れ
た
後
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
盛
衰
記
で
は
、
小
宰
相
が
通
盛
と
の
再
会
を
祈
っ
て
入
水
し
た
直
後
に
、「
束
ノ
間
モ
難
離
」
い
と
い
う
思
い
、
そ
し
て
「
官
兵
共
ノ
舟
ニ
奉
宿
置
テ
、
時
々
見
参
セ
ラ
レ
ケ
リ
」
と
い
う
か
つ
て
の
様
子
が
続
く
の
で
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
、
盛
衰
記
で
は
、
別
の
船
に
宿
し
置
か
れ
た
小
宰
相
の
も
と
に
足
を
運
び
続
け
る
通
盛
の
姿
に
「
中
々
情
ソ
深
カ
リ
ケ
ル
」
と
、
あ
わ
れ
な
小
宰
相
の
姿
よ
り
も
寧
ろ
二
人
の
情
愛
の
深
さ
が
描
き
出
さ
れ
て
い
た
。「
別
ニ
シ
三
位
通
盛
ト
、
一
佛
浄
土
ノ
蓮
葉
ニ
導
給
ヘ
」
と
祈
っ
て
入
水
す
る
小
宰
相
の
姿
と
と
も
に
そ
の
様
子
が
ふ
た
た
び
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
ど
こ
ま
で
も
「
カ
レ
⎠⎝
ニ
」
な
る
こ
と
の
な
い
二
人
の
有
様
が
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。
　
乳
母
子
ノ
女
房
ヲ
メ
キ
叫
テ
近
ク
ヨ
リ
、
手
ヲ
取
組
テ
、「
イ
カ
ニ
角
心
ウ
キ
目
ヲ
ハ
見
セ
給
フ
ソ
ヤ
。
多
人
ノ
中
ニ
相
具
セ
ン
ト
候
シ
カ
ハ
、
老
タ
ル
親
ニ
モ
別
レ
、
小
キ
子
ヲ
モ
振
捨
テ
、
是
マ
テ
付
進
テ
下
タ
ル
志
ヲ
モ
思
召
忘
サ
セ
給
、
我
身
一
人
ヲ
殘
置
、
カ
ク
成
給
ヌ
ル
事
ノ
口
惜
サ
ヨ
。
水
ノ
底
ヘ
モ
引
具
シ
テ
コ
ソ
入
給
ハ
メ
。
片
時
離
レ
奉
ラ
ン
ト
モ
思
ハ
サ
リ
ツ
ル
者
ヲ
ヤ
。
長
世
ノ
恨
イ
カ
ニ
セ
ヨ
ト
テ
。
㉛
責
テ
ハ
今
一
度
モ
ノ
被
仰
テ
聞
サ
セ
給
ヘ
。
㉜
サ
シ
モ
終
夜
此
事
ヲ
コ
ソ
申
侍
シ
ニ
、
マ
ド
ロ
ム
ヲ
待
給
ケ
ル
悲
サ
ヨ
」
ト
テ
、
手
ニ
手
ヲ
取
、
顔
ニ
顔
ヲ
並
テ
、
口
説
ケ
レ
ト
モ
、
㉝
一
言
ノ
返
事
モ
シ
給
ハ
ス
。

（
盛
衰
記
　
巻
第
三
十
八
「
小
宰
相
局
慎
夫
人
」）
　
入
水
し
た
小
宰
相
は
海
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
、
乳
母
子
の
女
房
は
「
責
テ
ハ
今
一
度
モ
ノ
被
仰
テ
聞
サ
セ
給
ヘ
」
と
語
り
か
け
る
（
傍
線
部
㉛
）
が
、
小
宰
相
は
「
一
言
ノ
返
事
モ
シ
給
ハ
ス
」
と
さ
れ
る
（
傍
線
部
㉝
）。
こ
の
場
面
は
『
平
家
物
語
』
諸
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
述
の
と
お
り
、
盛
衰
記
で
は
、
乳
母
子
の
女
房
に
応
答
し
な
い
小
宰
相
の
姿
が
こ
こ
に
至
る
ま
で
く
り
か
え
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し
描
き
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
乳
母
子
の
女
房
の
最
後
の
言
葉
に
も
、
小
宰
相
が
返
事
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
と
き
乳
母
子
の
女
房
は
「
サ
シ
モ
終
夜
此
事
ヲ
コ
ソ
申
侍
シ
ニ
」
と
、
自
身
の
言
葉
が
小
宰
相
に
届
か
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
（
傍
線
部
㉜
）。
盛
衰
記
に
お
い
て
、
小
宰
相
は
乳
母
子
の
女
房
に
言
葉
を
返
さ
ず
、
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
は
小
宰
相
に
届
か
な
い
。
一
方
で
、
小
宰
相
は
通
盛
の
言
葉
を
反
芻
し
、
通
盛
自
身
の
言
葉
の
な
か
に
通
盛
の
討
死
を
信
じ
る
理
由
を
見
出
し
、
ほ
か
の
だ
れ
で
も
な
く
通
盛
の
言
葉
を
そ
の
根
拠
と
す
る
。
そ
し
て
小
宰
相
が
送
っ
た
歌
に
た
が
わ
ず
二
度
と
「
カ
レ
⎠⎝
ニ
」
な
る
こ
と
の
な
か
っ
た
通
盛
に
、
ど
こ
ま
で
も
後
れ
ま
い
と
入
水
す
る
の
で
あ
る
。
七
、
お
わ
り
に
　
海
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
小
宰
相
は
息
絶
え
、
そ
の
遺
骸
は
海
に
沈
め
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
遺
骸
が
浮
き
上
が
ら
な
い
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
の
が
、
通
盛
の
着
背
長
で
あ
っ
た
。
通
盛
の
着
背
長
に
包
ま
れ
て
海
に
沈
ん
で
ゆ
く
小
宰
相
に
、「
通
盛
の
腕
に
抱
か
れ
て
永
遠
の
眠
り
に
つ
」
く
姿
が
読
み
取
ら
れ
る
（
２
０
）
が
、
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
「
カ
レ
⎠⎝
ニ
」
な
る
こ
と
の
な
い
二
人
の
姿
で
あ
り
、
ま
た
、
通
盛
の
重
み
に
よ
っ
て
海
に
沈
ん
で
ゆ
く
小
宰
相
の
姿
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
乳
母
子
の
女
房
も
後
れ
ま
い
と
海
に
飛
び
込
む
が
、
人
々
に
留
め
ら
れ
、
小
宰
相
と
と
も
に
沈
ん
で
ゆ
く
こ
と
は
か
な
わ
な
い
。
こ
の
場
面
は
『
平
家
物
語
』
諸
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
盛
衰
記
に
お
い
て
は
、
互
い
の
言
葉
が
通
い
合
う
通
盛
と
小
宰
相
と
、
通
い
合
う
こ
と
な
く
ひ
と
り
残
さ
れ
る
乳
母
子
の
女
房
の
姿
が
対
比
さ
れ
浮
か
び
上
が
る
。
　
入
水
を
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
乳
母
子
の
女
房
に
対
し
て
小
宰
相
が
言
葉
を
返
さ
な
い
の
は
盛
衰
記
の
み
で
あ
り
、
直
接
話
法
や
心
中
思
惟
の
多
い
（
２
１
）
盛
衰
記
に
お
い
て
乳
母
子
の
女
房
と
の
問
答
が
続
い
て
ゆ
か
な
い
点
に
、
盛
衰
記
が
小
宰
相
の
入
水
を
ど
の
よ
う
に
描
き
出
し
て
い
る
か
を
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
盛
衰
記
で
は
、
通
盛
を
慕
い
入
水
へ
と
向
か
う
小
宰
相
を
、
乳
母
子
の
女
房
は
同
じ
思
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い
で
引
き
戻
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
乳
母
子
の
女
房
の
言
葉
に
小
宰
相
は
応
じ
な
い
。
人
物
間
の
や
り
と
り
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
齟
齬
は
、
直
実
と
敦
盛
、
義
仲
と
巴
の
間
に
も
見
ら
れ
（
２
２
）
、
そ
の
不
調
和
か
ら
新
た
な
物
語
が
生
ま
れ
て
ゆ
く
点
に
、
盛
衰
記
の
文
学
的
特
質
の
一
端
が
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
【
注
】
※
引
用
本
文
は
以
下
に
拠
る
。
・
盛
衰
記
―
『
源
平
盛
衰
記
　
慶
長
古
活
字
版
　
第
四
冊
』
勉
誠
社
、
一
九
七
八
・
六
、『
源
平
盛
衰
記
　
慶
長
古
活
字
版
　
第
五
冊
』
勉
誠
社
、
一
九
七
八
・
七
。
句
読
点
等
は
私
に
付
す
。
・
延
慶
本
―
『
延
慶
本
平
家
物
語
　
本
文
篇
　
下
』
勉
誠
社
、
一
九
九
〇
・
六
。
・
覚
一
本
―
『
平
家
物
語
　
覚
一
本
　
全
　
改
訂
版
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
四
・
九
。
・
闘
諍
録
―
『
源
平
闘
諍
録
（
下
）』
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
・
三
。
（
１
）
拙
稿
「『
源
平
盛
衰
記
』
の
敦
盛
最
期
譚
の
可
能
性
」『
日
本
文
学
』
第
六
六
巻
第
九
号
、
二
〇
一
七
・
九
、「『
源
平
盛
衰
記
』
の
巴
の
物
語
」
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
別
冊
』
第
二
十
六
号
―
二
、二
〇
一
九
・
三
。
（
２
）
闘
諍
録
で
は
、
小
宰
相
の
入
水
を
描
く
も
の
の
、
二
人
の
馴
れ
初
め
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
（
３
）
松
尾
葦
江
『
平
家
物
語
論
究
』
明
治
書
院
、
一
九
八
五
。
（
４
）
榊
原
千
鶴
「
よ
み
も
の
と
し
て
の
『
源
平
盛
衰
記
』」『
平
家
物
語
　
研
究
と
批
評
』
山
下
宏
明
編
、
有
精
堂
、
一
九
九
六
。
（
５
）
盛
衰
記
や
延
慶
本
な
ど
で
は
、「
越
前
三
位
通
盛
ハ
大
臣
殿
ノ
御
聟
ニ
テ
オ
ハ
シ
ケ
レ
共
、
女
房
未
小
ク
マ
シ
⎠⎝
ケ
レ
ハ
、
近
付
給
事
ハ
ナ
シ
。
小
宰
相
局
ト
申
女
房
ヲ
ソ
相
具
シ
給
タ
リ
ケ
ル
」（
盛
衰
記
　
巻
第
三
十
八
「
小
宰
相
局
慎
夫
人
」）
と
さ
れ
、
宗
盛
の
眼
を
憚
り
、
小
宰
相
は
通
盛
と
は
別
の
舟
に
宿
し
置
か
れ
る
。
（
６
）
郭
順
伊
「「
小
宰
相
身
投
」
追
考
」『
広
島
女
学
院
大
学
国
語
国
文
学
誌
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
〇
五
・
十
二
な
ど
。
（
７
）
闘
諍
録
で
は
、通
盛
が
「
明
日
の
軍
に
は
討
た
れ
ん
と
心
細
く
覚
ゆ
」（
闘
諍
録
　
巻
第
八
下
「
小
宰
相
局
、身
を
投
げ
ら
る
る
事
」）
と
語
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
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（
８
）
闘
諍
録
　
巻
第
八
下
「
小
宰
相
局
、
身
を
投
げ
ら
る
る
事
」。
な
お
覚
一
本
の
よ
う
に
通
盛
自
身
が
「
う
き
よ
の
わ
す
れ
が
た
み
に
お
も
ひ
お
く
ば
か
り
」
と
述
べ
る
部
分
は
闘
諍
録
で
は
見
ら
れ
な
い
。
（
９
）
闘
諍
録
　
巻
第
八
下
「
小
宰
相
局
、
身
を
投
げ
ら
る
る
事
」。
（
１
０
）
延
慶
本
　
第
五
本
「
卅
　
通
盛
北
方
ニ
合
初
ル
事
付
同
北
方
ノ
身
投
給
事
」。
な
お
覚
一
本
で
は
、「
い
と
け
な
き
子
を
も
ふ
り
す
て
、
老
い
た
る
お
や
を
も
と
ど
め
お
き
、
こ
れ
ま
で
つ
き
ま
ゐ
ら
せ
て
さ
ぶ
ら
ふ
心
ざ
し
を
ば
、
い
か
ば
か
り
と
か
お
ぼ
し
め
さ
れ
さ
ぶ
ら
ふ
ら
む
」
（
覚
一
本
　
巻
第
九
「
小
宰
相
身
投
」）
と
述
べ
て
い
る
。
（
１
１
）
盛
衰
記
　
巻
第
三
十
「
維
盛
兼
言
」。
（
１
２
）
盛
衰
記
　
巻
第
三
十
一
「
維
盛
惜
妻
子
遺
」。
（
１
３
）
先
述
の
と
お
り
、
闘
諍
録
で
は
、
入
水
す
る
と
い
う
小
宰
相
に
乳
母
子
の
女
房
は
「
見
に
も
思
食
し
立
ち
候
は
ば
、
千
尋
の
底
へ
も
引
き
具
し
て
こ
そ
入
ら
せ
た
ま
へ
。
永
く
は
後
れ
奉
ら
じ
者
を
」
と
言
う
の
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
小
宰
相
は
「
凡
そ
人
の
別
れ
の
悲
し
さ
、
世
の
恨
め
し
さ
を
思
ふ
に
は
、
身
を
投
げ
ん
と
云
ふ
事
、
尋
常
の
習
ひ
ぞ
か
し
」（
闘
諍
録
　
巻
第
八
下
「
小
宰
相
局
、
身
を
投
げ
ら
る
る
事
」）
な
ど
と
弁
解
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
乳
母
子
の
女
房
が
「
見
も
と
や
思
ひ
け
ん
、
少
し
睡
み
入
り
け
る
に
」（
闘
諍
録
　
巻
第
八
下
「
小
宰
相
局
、
身
を
投
げ
ら
る
る
事
」）、
小
宰
相
は
入
水
し
て
い
る
。
（
１
４
）
延
慶
本
　
第
五
本
「
卅
　
通
盛
北
方
ニ
合
初
ル
事
付
同
北
方
ノ
身
投
給
事
」。
（
１
５
）
前
掲
注
（
１
４
）
に
同
じ
。
（
１
６
）
前
掲
注
（
１
４
）
に
同
じ
。
（
１
７
）
覚
一
本
　
巻
第
九
「
小
宰
相
身
投
」。
（
１
８
）
前
掲
注
（
１
７
）
に
同
じ
。
（
１
９
）
前
掲
注
（
１
４
）
に
同
じ
。
（
２
０
）
梶
原
正
昭
『
鑑
賞
日
本
の
古
典
１
１
　
平
家
物
語
』
尚
学
図
書
、
一
九
八
二
。
（
２
１
）
松
尾
葦
江
「
源
平
盛
衰
記
の
方
法
―
そ
の
饒
舌
さ
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
東
京
女
学
館
短
期
大
学
紀
要
』
３
、一
九
八
一
・
二
）
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
２
２
）
前
掲
注
（
１
）
参
照
。
